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論 文 内 容 要 旨
[緒論]
近年、我が国馬の飼養頭数は約10万 頭で推移 してお り、平成13年 度のウマの飼養頭数
は、軽種馬59,547頭 、農用馬(軌 用馬)(以 下重種馬)18,083頭 、乗用馬12,601頭 、在
来馬2,551頭 、肥育馬8,700頭 、合計101,482頭 であった。また、重種馬の平成13年 度の
種付種雄馬頭数 と産子数は、北海道でそれぞれ361頭 および3,546頭 、北海道以外でそれ
ぞれ82頭 および575頭 、合計443頭 および4,121頭 であ り、そのほとん どが肉用馬と して
用 い られている。重種馬の家畜改良増殖 目標では、1、 粗飼料の利用性 を高め、強健 で
温順、早熟で繁殖能 力を高 める事 とともに哺育能力を向上 させる、2、 人工授精 を普及
す ることによ り、体幅および体長の増大、産肉量の向上を図る、3、 運動性 に富み、牽
引力に優れた ものにする としている。
馬の育種 にお ける量的形質の選抜指標 と しては、競走能力、体型、牽引能 力および飛
越能力等が利用可能であると考 え られ、このような量的形質の遺伝は、馬の品種および
用途により多様 であ り、体型 も異な る為、それぞれの品種について研究が必要 であると
考 えられる。
また、ウマに多 く発生する疾病 として、急性蹄葉炎は、その発症率に年齢、性、品種、
季節による差 は無 く、慢性蹄葉 炎の発症率には、異なる年齢 と季節間に差があ り、痂痛
の発症率には、品種差があるとの報告が あるが、環境要因および宿主要因についての調
査条件に差があるためにデー タの分析結果にば らつきがあると考 えられる。また、疾病
発生に関する遺伝的分析は行われていない。
そこで本研究では、獣医臨床領域 での 日々の診療記録を用いて、重種馬の各種疾病に
対する抵抗性 を遺伝 的に高めることが可能 であるかを検討することを目的とした。
[第一章]
北海道ばん えい競 馬に用 い られ た重種競走馬の疾病発生に関する疫学調査
[目的]
北海道ばん えい競馬は、北見市、旭川市、帯広市 および岩見沢市 において、毎年4
月か ら翌年の2月 にかけて開催 されている。競馬は、重量500kgか ら700kgの 橡 を曳か
せ、200mの 直線 コースを走 らせ る レースである。その途中には、高 さ1mお よび2m'の
障害があ り、筋力 と持久力が要求 され、ブル トン種およびペルシュロン種などの重種 馬
を親に した交雑種が用い られている。
そこで、我が国の重種競走馬の病傷状況を把握するために、北海道ばんえい競馬に競
走馬 として登録 されている重種馬について、各競馬場 に開設 された診療所の記録か ら主
要疾病の発生頭数 を調べ。疾病の発生に影響 を与 えていると考え られ る環境的要因 とし
て季節の効果、宿主要因 と しての性 と年齢の効果を調査 した。
[材 料 および方 法]
1994年 度 お よび1995年 度 に北海 道 ば ん えい競 馬 に登 録 され て いた3歳 か ら10歳 ま
での 馬737頭 お よび736頭 を調 査 した 。 それ 以 降は 、3歳 か ら11歳 まで の馬 につ いて
1997年 度 に737頭 、1998年 度 に751頭 、1999年 度 に741頭 、2000年 度 に740頭 を調 査
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した。調査 した項 目は岩見沢市、旭川市、北見市、帯広市の各4競 馬場内にあるばんえ
い競馬馬主協会附属診療所の診療記録簿か ら得 られた馬名、年齢 、性別、毛色、診療歴
であった。
疾病 を、発症部位 な どによ り脳神経系、呼吸器系、循環器系、消化器系、運動器系、
皮膚疾患 ・外傷 、血液 ・代謝病、泌尿 ・生殖器系およびその他に分類 した。
疾病毎に年齢、性別 および月別に集計 し比較検討 した。
1997年 度か ら2000年 度の結果については、統計処理プログラムSASを 用い分散分析




る発生率 を表Hに 示 した。 消化器系疾患の発生率は、1994年 度は59%(436/737)お
よび1995年 度 は65%(478/736)で あ り、1997～2000年 度においても32.8%か ら40.896'
と、いずれの年度 も高率 であった。運動器系疾患の発生率も高 く、15.3%か ら36.5%
の範囲にあった。この ことは、重種馬 を用 いるばんえい競馬の特徴か ら、体重増加の 目
的で飼料給与量が過剰 とな り、水分の過剰摂取 および過重な運動のために消化器系疾病
および運動器系疾病 の発生が増加 して いることを示す と推察 され る。
また、表1-2お よび表1-3に 示 した1997～2000年 度疾病発生頭数の分散分析結果 よ
り、脳神経系、消化器 系、運動器系の疾病、血液代謝病の発生頭数に有意 な年次間差 を
認め、さらに、血液代謝病 および泌尿生殖器病 を除 き、他のすべての疾病の発生頭数に
有意な月間変動を認 めた。この ことか ら、ばん えい競馬は4競 馬場を移動 して開催 され
るため、月による気候 の変化に加 えて、移動に伴 うレース環境の変化が月別疾病発 生頭
数に有意な影響 をおよぼ しているもの と考え られ る。この ことは、競走馬の移動、飼料
および環境の変化が疾病発生の危険因子 になるという報告か らも示唆 され る。
1997～2000年 度の年齢別疾病発生率の結果を表1-4お よび表1-5に 示 した。循環器
系、消化器系、運動器 系の疾病および皮膚外傷の発生率で年齢に関 して有意差が認 め ら
れた。このことは、消化器系の疾病は3～5歳 の若齢馬に多 く、運動器系の疾病は体 重
の大きい高齢馬に多 いことにも現れている。
[第二章]
重種競 走馬の競走能 力および疾病発 生に関する最 小二乗分散分析法による遺伝 的パラメ
ーターの推定
[目的]
獲得賞金で評価 した競 走能 力と各種の疾病の発生に対して遺伝的要 因がどの程度の影
響を与 えているかを推 定するために各 形質の遺伝率を最小二乗分散分析法により推 定し、




1997年 度から2000年 度までの4年 間に北海道市営競 馬組合から発行された「北海道ば
んえい競馬成績書」に登録されている3歳 から刊 歳の馬1410頭 について獲得賞金、性別、
毛色、年齢および馬体重を調査した。さらに、馬主協会附属診療所の診療簿から、消化器病、
運動器病 および蹄病の病歴を調査 した。さらに診断名が明らかなものについて、消化器
病 を、風気疵 、便秘痂、過食疵、運動器病 を肩践行、寛蹟行、蹄病 を蹄叉腐乱、蹄底潰
瘍 、蹄葉炎、裂蹄に分類 し、症状が再発 し診療所を訪れ た回数によ り病気の程度を評価
した。第一章の運動器病には蹄病も含まれているが、蹄 病は馬の特徴として問題視されて
おり、その種類も多いため、本章においては運動器病から蹄病を分け分析 した。さらに、競走








ア脚用ゴ番 目の種 牡 馬の子 で 、ノ番 目の性 、旙 目の 毛色 、
1番 目の年齢 に属 す る切番 目の個 体 の記録
μ:集 団平 均
〃ゴゴ番 目の種 牡馬の効 果
5ノ:ノ番 目の性 の効 果
oゼ ん番 目の毛色 の効果
α,:1番 目の年齢 の効果










化器病としてまとめた場合と同様 に低い値が推定されたR一 方、遺伝相 関は獲得賞金と風気
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癌で強い負の相関が認められた。運動 器病では、診 断名で分類した場合でもデータに有意
な影響を与える母数効果は無く、遺伝率 は肩破行 で0.21±0.09と 推定された。蹄病では、蹄
葉炎以外で年齢に有意差が認められたが、遺伝率は計算不能のものが多かった。











平成9年 度か ら平成12年 度までの4年 間 に北海道市営競馬組合か ら発行 された「北海道
ばんえい競 馬成績書」に記載 され ている重種競走馬 平成9年 度737頭 、平成10年 度751
頭、平成11年 度741頭 、平成12年 度740頭 、計2229頭 か ら、引退 して生涯獲得賞金の明 ら
'か な3歳 か ら11歳 の馬877頭 のデー タを選 び、生涯獲得賞金 、性別、毛色 、年齢、馬体
重、および血統(父 、母、母の父)を 調査 した。また、北海道ばんえい競馬馬主協会附
属診療所の診療簿か ら病歴(消 化器病、運動器病および蹄病)を 調査 した。さらに診断
名が明らかな ものについて、消化器病 を、風 気疵、便秘痂、過食癌、運動器病 を肩践行、
寛肢行、蹄病を蹄叉腐乱、蹄底潰瘍、蹄葉炎、裂蹄に分類 し、再発 し診療所 を訪れた回
数によ り病気の程度 を評価 した。制限付最尤法 による遺伝 的パラメー ターの推定には、
VCEプ ログラムを用 い性別、毛色、年齢 を母数効果、体重を共変量、個体の相加的遺伝
子型を変量効果 とした。
[結 果 お よび考 察]
引退 馬に 関す るデー タの一 般統 計 量 を表3-1に 示 した。制限 付最 尤 法 に よ り推 定 した
遺伝 的パ ラメー ター は、表3-2か ら表3-6に 示 した とお り、生 涯獲 得 賞金 、消化器 病 、
運動 器病 、蹄 病 の各遺 伝率 は 、0.12±0.03、0.07±0.04、0.03±0.02、0.02±0.02と
低 く、診断 名で分類 した各疾 病 の遺 伝 率 も0.01か ら0.09の 間 で低 か った 。一方 、遺 伝
相 関は、生涯 獲得 賞金 と消 化器 病 で一〇.58±0.26、 運動 器 病 で0.93±0.18、 蹄病 で0.85
±O.36で あ り、消化 器病 と蹄 病 で は一〇.92±O.25と 強 い相 関が認 め られ た 。また 、診 断







前章 での分析では、引退 馬のみ877頭 での分析 を行 ったが、データ数を増や し現役馬
を含めた登録 されている馬全頭を用いて前章 と同 じ分析 を行 い、さらに疾病が発症 した




デー タの分析方法は、第三章 と同 じである。,
さ らに本章では、
分析1:全 頭での制限付最尤法による遺伝的パラメー ターの推定 を行 った。
分析2:疾 病が発症 した馬のみを抽出 して制限付最尤法による遺伝的パ ラメー ターの
推定 を行 った。
[結果および考察]
分析1の 結果を表4-1か ら表4-4に 示 したとおり、登録馬全頭による分析では、獲得
賞金および各疾病の遺伝率 は低いが、強い遺伝相関を示す毛のがあ り、ま た、診断名で
分類 した疾病においては、遺伝率は低 く、正 と負の遺伝相関が混在 しており、引退馬で
の分析結 果 と同様であった。しか し、表4-6か ら表4-9に 示 した分析2の 疾病発症馬の
みを分析 した場合の遺伝率 は、高 い値 を示すものがあった。
一般に、疾病への罹患 しやす さ(liabiIity、 ライア ビリティー)は 、他の量 的形質
と同 じく正規分布する連続変量であると仮定 して、その値が一定の閾値を越 えた ときに
発症す ると考えることができる。しか し本研究のように疾病の再発により診療所 を訪れ
た回数で罹患 しやす さを評価 しよ うとす ると、発症 しなか った個体のデータは全て0
とな り、それ らの個体のライア ビリティーの差 を反映することができない。これ に対 し
て、発症 した個体の ライア ビリテ ィーは、再発の回数で、不十分なが らも数量化 され て
いる。これが、全頭 での遺伝率が低 く、疾病発症馬だけでの遺伝率が高 く推定された理
由で あると考 えられる。
また、臨 床症状によ り分類 した疾病には、鑑別診断が困難な類似疾患が多数含まれ る
ために遺伝 的背景が不明確 となる。と くに 「蹄病」のよ うに2種 以上の遺伝相関が負で
















ρ:全 集 団の パラメーター であることを示 す
ダ 血縁 個体 の集 団 のパ ラメーターであることを示す
m:閾 値 か らの 偏差 で表 した平 均値
κ:閾 値 の平 均値 か らの 正 規偏差
ノ=発 症 した個 体 の平 均 値 の集 団平均 値 か らの正 規偏 差


















1997～2000年 度の疾病発生デー タについて各分析法 によ り推定された遺伝率の比較
旧 的】
前章 までの異 なるデー タと分析方法によ り推定 された遺伝率を比較す ることにより、
デー タに適 した分析方法の検討を行 う。
[材料 および方法1
第二章か ら前章 までの各データについて各分析法によ り推定 した遺伝率の比較を行
った。
[結果および考察】
各デ・一タについて各分析法によ り推定 した遺伝率を表6・1に 示 した。閾値形質法では、
各疾病 ともに0.42以 上で遺伝率 は高か った。最小二乗分析値による環境効果の補正後
は、わずかに高 くなる傾向がみ られたが、その変化の量は小 さいので補正の必要性は無
いと考 えられ る。 全頭のデー タを用いて最小二乗法 で推定 した遺伝率、引退馬および
全頭のデータを用い制限付最尤法で推定 した遺伝率はいずれも低い値であった。疾病 を
発症 した馬のデータだ けを用いて制限付最尤法推定すると、運動器病の遺伝率は0.82
と高 い値とな り、診断名で分類 した疾病のなかでも便秘癌で0.30、 過食痂0.46お よび
肩蹟行0.60と 中程度か ら高い値が得 られた。 これは、全頭 データでは発症 しなかった
馬の ライア ビリティーの評価が行 えなか ったために低か った遺伝率が、そのデー タを除
くことで、ライア ビリテ ィーが よ り良 く発症回数に反映 され たことによると考 え られる。
疾病発症馬のデータに限 って も診断名で分類 した蹄病発症の遺伝率が裂蹄の0.03を
除 いて計算できなか った理由は、蹄叉腐乱 、蹄底潰瘍、蹄葉炎の発病率が極 めて低 いた
めで あると考え られ る。また、疾病馬のデータで推定 した遺伝率 と閾値形質での遺伝率
が近似 している運動器病、便秘痂 、過食疵および肩践行は、正確な診断ができ他の類似
疾患が含まれていないためであると思われる。
以上の ことよ り疾病発症の遺伝率の推定に、複数の分析法 とデー タの構成の組み合わ
せのなかか ら最 も適 した方法を選択す ることが必要であると考え られ る。具体的には、




以上の結果よ り、重種競走馬には消化器病および運動器病が多く発生 してお り、疾病
発生率には有意な年次変化、月変化および年齢差がみ られた。
閾値形質法 では、消化器病 と運動器病発症の遺伝率が中程度ない しは高い値 として推
定 されたことか ら、 これ らの疾病 に対す る遺伝的な抵抗性改 良の可能性が示唆された。
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今後は、実際に選抜を加えて、改良量 を遺伝率による推定値 と比較することが課題 とな
る。
また、同様 の方法により、獣医臨床領域 での牛や豚 などの膨大な日常の診療記録 と血
統情報 を利用 して遺伝 的パラメーターの推定が可能であれ ば、家畜育種への応用ができ
ると考 え られ る。
一1s7一
第一章付表
表1-1.1994～1995年 度および1997～2000年 度の北海道 ばんえい競馬登録馬全頭
における各疾病発生頭数()内 は各年度登録頭数に対する発生率%







































































表1-2.1997～2000年 度 疾 病 発生頭 数 に 関 す る一般 統計 量





































































副次 級数:年 度(1997-2000、4水 準)x月(4月 一2月 、11水 準)
表1-3.1997～2000年 度 疾 病 発 生 頭 数 の 分 散 分 析 結 果
×年齢(3歳 一10歳 、8水 準)







より大きなF値 が得られる確率 アンダーラインは危険率5%で 統計的に有意
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表1-4.1997～2000年 度疾 病発 生 率の 一般 統 計量























































副 次級数:年 度(1997-2000、 「4水準)× 月(4月 一2月 、11水 準)× 年齢(3畿 一10歳 、8水 準)
表1-5.1997～2000年 度 各 年 齢 別 疾 病 発 生 率 に 関 す る 分 散 分 析 結 果












より大きなF値 が得られる確率 アンダーラインは危険率5%で 統計的に有意
第二 章 付 表
表2-1.1997～2000年 度の 引 退 馬 および現 役 馬全 頭 の
疾 病発 生 回 数 に関 す る一 般統 計量


























































































































*:よ り大きなF値 が得 られる確率、ア ンダー ライ ンは危険率5%で 統計的に有意
表2-3.1997～2000年 度 の獲得 賞金 お よび疾 病発 生 回数 の
遺 伝 お よび表型 パ ラ メー ター(全 頭)























対角要素:遺 伝 率 ±S.E.上:遺 伝相関 ±S.E 下:表 型相関 計算不能
表2-4.1997～2000年 度の診断名で分類 した消化器病の
疾病発生回数の最小二乗法による分散分析結果(全 頭)



































*:よ り大 きなF値 が得 られる確率、アンダーラインは危険率5%で 統計的に有意
表2-5.1997～2000年 度 の診 断名 で分類 した消 化器 病 の
疾 病 発生 回数 の遺 伝 お よび表型 パ ラメー ター(全 頭)










































































*:よ り大きなF値 が得 られる確率、アンダーラインは危険率5%で 統計的に有意
表2-7.1997～2000年 度の 診断 名 で分類 した運 動 器系 疾患 発生 回 数 の
遺 伝 お よび表 型パ ラメー ター(全 頭)

















対角要素:遺 伝 率±S.E.上:遺 伝相 関 ±S.E. 下:表 型相関 .計 算不能
表2-8.1997～2000年 度の診断名で分類 した蹄疾患発生回数の分散分析結果(全 頭)







































*:よ り大きなF値 が得られる確率、アンダーラインは危険率5%で 統計的に有意
表2-9.1997～2000年 度 の診 断 名 で分類 した蹄 疾患 発生 回数 の
遺伝 お よび表型 パ ラ メー ター(全 頭)

























































































































































表3-2.制 限付最尤法で推定 した引退馬に関す る
各疾病発 生回数の遺伝 および表型パラメー ター






















対角:遺 伝率 ±S.E.右 上:遺 伝相 関±S.E.左 下:表 型相関
表3-3.制 限付最尤法で推定 した引退馬に関する
診断名で分類 した消化器病の遺伝 および表型パラメー ター























対角:遺 伝率 ±S.E.右 上:遺 伝 相関±S.E,左 下:表 型相関
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対角:遺 伝 率 ±S.E.右 上:遺 伝相関±S.E.左 下:表 型相 関
表3-5.制 限付最尤法で推定 した引退馬に関する
診断名で分類 した蹄病の遺伝 および表型パ ラメー ター





































対 角:遺 伝率 ±S.E.右 上=遺 伝 相関±S.E.左 下:表 型相 関
第四章付表
分析1:現 役馬も含む全頭の遺伝的パ ラメー ターの推定
表4-1.制 限付最尤法で推定 した疾病の発症回数 の
遺伝 および表型パラメーター(全 頭)





















対角:遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関
表4-2,制 限付最尤法で推定 した診断名で分類 した消化器病の
遺伝 および表型パラメー ター(全 頭)























対角:遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関
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表4-3. 制限付最尤法で推定 した診断名で分類 した運動器病の















対角:遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関
表4-4.制 限付最尤法で推定 した診断名で分類 した蹄病の
遺伝および表型パ ラメー ター(全 頭)































対角:遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関
分析2=現 役馬も含む全頭か ら疾病が発症 した馬のみ を抽出 して
制限付最尤法で推定 した遺伝および表型パラメー ターの推定
表4-5.疾 病発症馬の疾病発症 回数に関す る一般統計量

















































表4-6.疾 病発症馬の発生回数に関 して制限付最尤法で推定 した
遺伝および表型パラメー ター






















対角:遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関
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表4-7.消 化器病発症馬の発生回数に関 して制限付最 尤法で推定 した
遺伝 および表型パラメーター





















対角=遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関










対角:遺 伝率 右上:遺 伝相関 左下:表 型相関











対角:遺 伝率 右上=遺 伝相関 左下:表 型相関
第五章付表
表5-1.閾 値形質法による各疾病発症 の遺伝率推定値
疾病 集 団(1410頭) 半 兄弟,




















































疾病 集 団(1410頭) 半兄弟






















































































疾病 集 団(1410頭) 半兄弟


















疾病 集 団(1410頭) 半兄弟



















































第六 章 付 表
表6-1.1997～2000年 度 の各 分析 法 によ り推 定 され た遺伝率 の比 較
分析法 LSMLMW 制限付最尤法 閾値形質























































































































LSMLMW=第 二章 最小二乗分散分析法による遺伝的パ ラメーターの推定
引退 馬:第 三章 引退 馬の生涯獲得賞金および疾病発生に関す る制限付最尤法による遺
伝 的パ ラメー ター の推定







論 文 審 査 結 果 要 旨
わが国の重種馬の飼養頭数は約2万 頭,生 産頭数は毎年約4,000頭 であ り,そ のほ とん どが肉用馬
として用いられているが,北 海道ばんえい競馬では,毎 年約1,000頭 が競走馬能力試験を受験 し,220
頭前後が重種競走馬 として登録 されている。馬の疾病に関する研究は,ほ とん どが軽種競走馬でおこ
なわれてお り,重 種競走馬の病傷発生状況は明らかにされてお らず,ま た,疾 病発生に関す る遺伝的
分析は行われていない。
そこで本研究では,北 海道ばんえい競馬に用いられている重種競走馬についてフィール ドですでに
得 られているデータを用いて競走能力 と,各 種の疾病に対する抵抗性 を遺伝的に改良することが可能
であるかを検討することとした。
1994年 から2000年 に発行 された 「北海道ばんえい競馬成績書」 と,「診療記録簿」か ら1,410頭 の
重種競走馬に関す る獲得賞金 と,各 種の疾病により治療を受けた回数のデータを得た。調査 した主な
疾病 としては,風 気疵,便 秘痛,過 食痂を含む消化器病,肩 破行,寛 鞍行を含む運動器病,裂 蹄,蹄
叉腐乱,蹄 葉炎,蹄 底潰瘍を含む蹄病があげられる。もっ とも発症率の高かったのは消化器病で,つ
いで,運 動器病の発生率が高かった。また,消 化器病は年齢 とともに発症率が低下す るが,運 動器病
は逆に,年 齢 とともに発症率が高まる傾向にあった。これは,若 い馬には過食の弊害が表れやすく,
高齢の馬では体重の増加が運動器に負担を与えるためであると考えられる。
上記のデータを用い,最 小二乗分散分析法と制限付最尤法で賞金 と治療回数の遺伝率を求めた。最
小二乗法で推定した各形質の遺伝率±標準誤差は,体 重の0.36±0.10を 除いて低 く,0.02±0.08か
ら0.21±0.09の 範囲にあった。最小二乗法では,血 縁個体の情報を活用できないので,そ れの可能
な制限付最尤法で分析 したが,獲 得賞金 と消化器病の遺伝率は0.09±0.02,0.08±0.03と 低かった。
その他の疾病の遺伝率も低 く推定された。
獲得賞金は年齢 とともに高まる傾向を持つので,こ れまでの分析ではデータのモデル式に年齢の効
果を加えて,こ れ を補正 してきたが,引 退 して生涯獲得賞金が決定 している馬のデータだけを用いれ
ば,よ り正確な獲得賞金の遺伝率が推定できると考えて分析を行った。しか し,その結果は,全 頭のデー
タを用いた結果 とほとん ど同じであった。
本研究で,軽 種馬で報告されている同じ種類の病気に対する抵抗性の遺伝率よりも低い遺伝率が推
定 された理 由として,治 療回数のデータでは健康で1度 も治療を受けなかった馬のデータはすべてゼ
ロとな り,そ れ らの馬の病気にかかりやす さ,す なわちライアビリティーを全 く評価できていないこ
とが考えられた。そこで,1度 でも治療を受けたことのある馬のデータだけを用いて同じ方法で遺伝
率を求めてみた。すると,消化器病のなかの便秘痂 と過食痂の遺伝率が,それぞれ,0.04±0.03か ら0.30
±0」9へ,0.03±0.01か ら0.46±0.22へ と,中 程度の値に高まった。 しかし,他 の形質の遺伝率は
依然 として低かった。この結果から,多 くの形質の遺伝率の推定値が低いのは,や は り,治療回数のデー
タでは,健康な馬のライアビリティーが正しく評価できないためであると推察 された。そこでつぎに,
全頭のデータを用いて閾値形質法により各形質の遺伝率を推定してみることにした。
閾値形質法では,ラ イアビリティーは正規分布 してお り,ラ イアビリティーが一定の値すなわち閾
値を超えたときに動物が疾病を発症すると考える。そして,こ の閾値は,ど の集団でも一定の値を取
ると仮定する。 この方法で用いるデータは,各 疾病の発症率と血統の情報だけである。本研究では,
全集団での各疾病の発症率 と,そ の発症 した個体の半きょうだい群における肇症率 とを用いて,遺 伝
率を推定 した。その結果,個 々の疾病をまとめた消化器病,運 動器病,蹄 病の遺伝率は,そ れぞれ,α42,
0.69,0.44と,中 程度か ら高めの値 となった。消化器病のなかの風気疵,便 秘痂,過 食疵の遺伝率は,0,52,
0.57,0.54と 高かった。 しか し,疾 病の発症率が極 めて高い場合や低い場合には,閾 値形質法での遺
伝率推定の正確度は低いことが理論的に確かめられてお り,本 研究でも発症率が低い運動器病 と蹄病
については,遺 伝率が1に 近いか,1を 超えるなど適切な推定値が得 られなかった。しか し,重 種競
走馬でもっとも発症率が高く,大 きな損害を与えている消化器病の遺伝率が,閾 値法では,個 体選抜
により抗病性を改良す るのに十分なほど高 く推定 されたことは,き わめて重要である。今後,フ ィー
ル ドで消化器病に対す る抵抗性を高めるための小規模な選抜実験を行って実現遺伝率を求め,閾 値法
での推定遺伝率を検証することが課題となる。もし,閾 値法での遺伝率が検証されれば,馬 に限らず,





よって,博 士(農 学)の 学位を授与できるものと判定した。
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